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す
る
物
語
で
あ
る
。

講
演
で
は
ま
ず
、
こ
の
小
説
の
な
か
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
の
多
面

性
や
さ
ま
ざ
ま
な
種
の
矛
盾
が
「
分
裂
」
と
し
て
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
小
説
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ

ア
で
流
通
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
由
来
の
大
衆
文
化
の
品
々
（
小
説
・
漫
画
・

音
楽
・
映
画
な
ど
）
に
関
す
る
描
写
が
多
い
こ
と
に
触
れ
、
こ
う
し
た
ア

メ
リ
カ
の
大
衆
文
化
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
文
化
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い

く
側
面
と
、
体
制
の
文
化
に
対
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ
ル
と
し
て

機
能
す
る
側
面
の
両
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
大
衆
文
化
・
記
憶
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ア
メ
リ
カ
文
化
な
ど
に
関
す
る

エ
ー
コ
の
論
考
に
言
及
し
、
こ
の
小
説
と
の
接
点
に
つ
い
て
論
じ
た
。
な

お
、
こ
の
講
演
の
内
容
は
、
考
察
を
深
め
た
形
で
近
く
論
文
と
し
て
発
表

す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
執
筆
を
進
め
て
い
る
。

つ
づ
く
後
半
の
講
演
「
作
家
エ
ー
コ
の
軌
跡
に
み
る
『
永
遠
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
』」
で
は
、
和
田
忠
彦
氏
が
、
エ
ー
コ
の
幅
広
い
活
動
の
軌
跡
を
紹

介
し
た
う
え
で
、講
演「
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」と
小
説『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、

神
秘
の
炎
』
を
中
心
に
エ
ー
コ
の
著
作
や
思
想
・
理
論
に
つ
い
て
論
じ
た
。

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
美
学
に
つ
い
て
の
卒
業
論
文
で
ト
リ
ノ
大
学

を
卒
業
し
た
若
き
エ
ー
コ
は
、
国
営
放
送
局
に
就
職
し
文
化
番
組
の
製
作

に
携
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
編
集
者
と
し
て
出
版
社
で
活
躍
し
た
ほ
か
、『
開

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
と
イ
タ
リ
ア
の
記
憶

　

報
告

　
小
久
保
真
理
江

　
　
　
　

　
本
講
演
会
は
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
二
冊
の
翻
訳
書
刊
行
を
記
念
し

て
総
合
文
化
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
。
二
冊
の
翻
訳
書
と
は
、講
演
録『
ウ

ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
小
説
講
座

─
若
き
作
家
の
告
白
』（
和
田
忠
彦
・

小
久
保
真
理
江
共
訳
、筑
摩
書
房
、二
〇
一
七
年
）
と
小
説
『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、

神
秘
の
炎
』（
和
田
忠
彦
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
で
あ
る
。
司
会

の
山
口
裕
之
氏
の
挨
拶
・
趣
旨
説
明
の
あ
と
、
小
久
保
真
理
江
（
東
京
外

国
語
大
学
特
任
講
師
）
と
和
田
忠
彦
氏
（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）
が

そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
、
互
い
の
発
表
内
容
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
加

え
た
う
え
で
、
会
場
か
ら
の
質
問
を
受
け
付
け
る
と
い
う
形
で
会
は
進
行

し
た
。

　
前
半
の
講
演
「
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
文

化
の
記
憶
」
で
は
本
報
告
文
執
筆
者
で
あ
る
小
久
保
真
理
江
が
、『
女
王

ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
の
な
か
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ
ア
文
化
が

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
、
エ
ー
コ
の
評
論
と
の
接
点

に
つ
い
て
論
じ
た
。

二
〇
〇
四
年
に
イ
タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の

炎
』
は
、
自
伝
的
記
憶
を
失
っ
た
主
人
公
が
長
年
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な

か
っ
た
故
郷
の
家
に
戻
り
、
子
供
時
代
の
品
々
（
主
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権

下
の
イ
タ
リ
ア
で
流
通
し
て
い
た
本
・
雑
誌
・
漫
画
・
レ
コ
ー
ド
な
ど
）
と
向

か
い
合
い
な
が
ら
、
自
ら
の
過
去
を
知
り
自
伝
的
記
憶
を
取
り
戻
そ
う
と
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か
れ
た
作
品
』
な
ど
の
自
ら
の
理
論
的
著
作
を
出
版
し
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
教
鞭
を
取
り
な
が
ら
『
記
号
論
』
を
は

じ
め
と
す
る
数
々
の
著
作
を
出
版
し
、
記
号
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。

一
九
八
〇
年
に
は
四
十
八
歳
で
初
の
小
説
『
薔
薇
の
名
前
』
を
世
に
送
り

出
し
、
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
。

小
説
家
と
し
て
活
躍
す
る
以
前
に
、
エ
ー
コ
が
ル
チ
ア
ー
ノ
・
ベ
リ
オ

な
ど
の
前
衛
的
音
楽
家
と
と
も
に
メ
デ
ィ
ア
実
験
の
担
い
手
に
な
っ
た

こ
と
や
、
漫
画
『
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
』
を
イ
タ
リ
ア
に
紹
介
し
た
こ
と
、
古
代

か
ら
現
代
ま
で
の
広
範
で
深
い
知
識
を
基
盤
に
大
衆
文
化
の
研
究
・
批
評

を
イ
タ
リ
ア
で
い
ち
早
く
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
和
田
氏
は
言
及
し
、
学
者

や
小
説
家
と
い
う
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
エ
ー

コ
の
重
要
性
や
先
駆
性
を
論
じ
た
。

ま
た
、
記
憶
の
問
題
が
エ
ー
コ
に
と
っ
て
一
貫
し
て
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ー
コ
の
講
演

「
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
文
脈
や
意
義
に
つ
い
て
論
じ
、
エ
ー
コ
の
挙

げ
る
「
原
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
十
四
の
特
徴
」
を
引
用
し
た
。

さ
ら
に
、『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
に
多
数
の
文
学
作
品
に
関

す
る
引
用
・
言
及
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
こ
う
し
た

凝
っ
た
仕
掛
け
と
『
開
か
れ
た
作
品
』
や
『
エ
ー
コ
の
文
学
講
義

─
小

説
の
森
散
策
』
な
ど
の
著
作
に
見
ら
れ
る
エ
ー
コ
の
文
学
理
論
（
特
に
「
モ

デ
ル
読
者
」
の
概
念
）
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
講
演
の
最
後
に
和
田
氏
は
、
エ
ー
コ
と
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
の

関
係
に
つ
い
て
言
及
し
、
エ
ー
コ
が
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
書
い
た
よ
う
な
優

れ
た
短
編
小
説
作
品
に
憧
れ
つ
つ
も
短
編
小
説
を
書
け
な
か
っ
た
こ
と

や
、
週
刊
誌
『
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
（L’espresso

）』
に
お
け
る
連
載
コ
ラ
ム

が
短
編
の
執
筆
に
代
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
前
半
の
小
久
保
の
講
演
と
後
半
の
和
田
氏
の
講
演
は
、
エ
ー
コ
の
著
作

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
論
じ
な
が
ら
も
、
と
も

に
「
記
憶
」
や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
扱
い
、
数
多

く
の
接
点
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
が
と
も
に
引
用
し
た
「
永
遠
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
」
は
一
九
九
五
年
に
行
わ
れ
た
講
演
の
記
録
で
あ
り
、
現

在
と
は
異
な
る
政
治
・
社
会
状
況
の
な
か
で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る

が
、
二
〇
一
九
年
現
在
に
読
ん
で
も
ま
っ
た
く
古
び
て
は
お
ら
ず
、
む
し

ろ
現
在
の
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
も
の
の
姿
を
鋭
く

言
い
当
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
こ
の
講
演
録
が

二
〇
一
八
年
に
小
冊
子
『Il fascism

o eterno

（
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
）』
と

し
て
再
び
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
こ
の
講
演
録
が
収
録
さ

れ
た
書
籍
の
邦
訳
『
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
が
や
は
り
二
〇
一
八
年
に
文

庫
本
と
し
て
再
び
出
版
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ー
コ
の
論
考
は
、
現
在
の
政
治
・
社
会

状
況
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な
論
考
と
し
て
再
び
読

ま
れ
て
い
る
。
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